
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　前記基板の一面に形成されたものであって、相互対向した１対の電極と、前記１対の電
極間に介在し、前記電極から供給された電子及び正孔により発光する有機発光層を少なく
とも含む有機層と、を備えた有機電界発光部と、
　前記有機電界発光部を外気から遮断するように前記基板に結合されるものであって、縁
に沿って密封部を備えた 密封部材と、
　前記基板と密封部材間との空間の水分を吸収し、透明であり、水分を吸収した後にも透
明に維持される物質よりなったものであって、前記密封部材の前記有機電界発光部に向か
った面に前記密封部と接しないように配置された多孔性物質層と、を含
　

ことを特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【請求項２】
　前記多孔性物質層は前記有機電界発光部の面積と同じ大きさ、または、前記有機電界発
光部の面積より大きく形成されてなることを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬディス
プレイ。
【請求項３】
　前記密封部と前記多孔性物質層の縁との間に、隔壁が配置されてなることを特徴とする
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、透明な基板からなる

み、
前記密封部材に向かった電極は透明な導電材からなり、前記多孔性物質層は前記有機発

光層から放射された光が前記空間でモアレ現象を起こさないように、前記有機電界発光部
から所定距離離隔されてなる



請求項１ に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項４】
　前記密封部材内側面には、前記密封部材の表面から所定深さを有する収容部を備え、前
記多孔性物質層は前記収容部に配置されたことを特徴とする請求項１
に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項５】
　前記多孔性物質層は、前記有機電界発光部から少なくとも１０μｍ離隔されてなること
を特徴とする請求項 に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項６】
　前記多孔性物質層が前記有機電界発光部から離隔された距離は、１，０００μｍ以下で
あることを特徴とする請求項 に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項７】
　前記密封部材は、ガラス基板または透明なプラスチック基板であることを特徴とする請
求項 に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項８】
　前記プラスチック基板の内側面は、水分から保護するための膜が形成されてなることを
特徴とする請求項 に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項９】
　前記多孔性物質層を形成する物質は、複数の吸湿孔を有する多孔性酸化物層であること
を特徴とする請求項１ に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項１０】
　前記多孔性酸化物層は、１００ｎｍ～５０μｍの範囲の厚さを有することを特徴とする
請求項 に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項１１】
　前記多孔性酸化物層の吸湿孔は、０．５ｎｍ～１００ｎｍの範囲の直径を有することを
特徴とする請求項 に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項１２】
　基板と、
　前記基板の一面に形成されたものであって、相互対向した１対の電極と、前記１対の電
極間に介在し、前記電極から供給された電子及び正孔により発光する有機発光層を少なく
とも含む有機層と、を備えた有機電界発光部と、
　透明な素材からなり、前記有機電界発光部を外気から遮断するように前記基板に結合さ
れる密封部材と、
　前記密封部材の前記有機電界発光部に向かった面に配置されたものであって、前記基板
と密封部材間との空間の水分を吸収し、透明であり、水分を吸収した後にも透明に維持さ
れる物質よりなり、前記有機電界発光部とは前記有機発光層から発散された光が前記空間
でモアレを起こさない程度に所定距離離隔されて形成された多孔性物質層と、を含むこと
を特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【請求項１３】
　前記密封部材の前記有機電界発光部に向かった面に収容部を備え、前記多孔性物質層が
前記収容部に配置されることを特徴とする請求項 に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項１４】
　前記密封部材は、ガラス基板からなり、前記収容部は、前記ガラス基板の前記有機電界
発光部に向かった面にエッチングにより形成されたことを特徴とする請求項 に記載の
有機ＥＬディスプレイ。
【請求項１５】
　前記密封部材と前記基板との間には、隔壁が備えられ、前記多孔性物質層は、前記隔壁
の内側の、前記密封部材上に形成されてなることを特徴とする請求項

に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項１６】
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または２

～３のいずれか１項

１～４のいずれか１項

１～５のいずれか１項

１～６のいずれか１項

１～７のいずれか１項

～８のいずれか１項

９

９または１０

１２

１３

１２～１４のいずれ
か１項



　前記密封部材は、密封部材の縁に沿って形成された密封部により前記基板に接合され、
　前記密封部には前記多孔性物質層と前記有機電界発光部間の距離が維持できるようにス
ペーサーを備えることを特徴とする請求項 に記載の有機ＥＬデ
ィスプレイ。
【請求項１７】
前記多孔性物質層は、前記有機電界発光部から少なくとも１０μｍ離隔されてなることを
特徴とする請求項 に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項１８】
前記多孔性物質層が前記有機電界発光部から離隔された距離は、１，０００μｍ以下であ
ることを特徴とする請求項 に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項１９】
前記密封部材はガラス基板または透明なプラスチック基板であることを特徴とする請求項

に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項２０】
前記プラスチック基板の内側面は、水分から保護するための膜が形成されてなることを特
徴とする請求項 に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項２１】
前記有機電界発光部の電極のうち少なくとも密封部材に向かった電極は、透明な導電材か
らなることを特徴とする請求項 に記載の有機ＥＬディスプレイ
。
【請求項２２】
前記多孔性物質層を形成する物質は、複数の吸湿孔を有する多孔性酸化物層であることを
特徴とする請求項 に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項２３】
前記多孔性酸化物層は、１００ｎｍ～５０μｍの範囲の厚さを有することを特徴とする請
求項 に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【請求項２４】
前記多孔性酸化物層の吸湿孔は、０．５ｎｍ～１００ｎｍの範囲の直径を有することを特
徴とする請求項 に記載の有機ＥＬディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬディスプレイに係り、さらに詳細には、封止方法が改善された有機
ＥＬディスプレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬディスプレイは蛍光性を有する有機化合物を、電気的に励起させて発光させる
自発光型ディスプレイであって、低電圧で駆動可能であり、薄型化が容易であり、広視野
角、速い応答速度など液晶ディスプレイにおける問題点として指摘される事項を解決でき
る次世代ディスプレイとして注目されている。
【０００３】
　有機ＥＬディスプレイは、ガラスやその他の透明な絶縁基板に所定のパターンの有機膜
を形成し、前記有機膜の上下部に電極層を形成することによって製造される。
【０００４】
　前述のように構成された有機ＥＬディスプレイは、電極に陽極及び陰極電圧が印加され
ることによって、陽極電圧が印加された電極から注入された正孔が、有機膜の発光層に移
動し、電子は陰極電圧が印加された電極から発光層に注入される。発光層で電子と正孔と
が再結合して励起子を生成し、この励起子が励起状態から基底状態に変化することによっ
て、発光層の蛍光性分子が発光する。そして、画像が形成される。
【０００５】
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１２～１５のいずれか１項

１２～１６のいずれか１項

１２～１７のいずれか１項

１２～１８のいずれか１項

１９

１２～２０のいずれか１項

１２～２１のいずれか１項

２２

２２または２３



　前述した有機ＥＬディスプレイは水分の侵入により劣化する特性を有している。したが
って、水分の侵入を防止するための封止構造を必要とする。
【０００６】
　従来は、金属缶やガラス基板を、溝を有するようにキャップ形態に加工して、その溝に
水分の吸収のための乾湿剤をパウダー形態で配置するか、フィルム形態に製造して両面テ
ープを利用して接着する方法を利用していた。しかし、乾湿剤を搭載する方式は工程が複
雑で材料及び工程コストが上昇したり、全体的に基板が厚くなったり、封止に利用される
基板が透明でなかったり、前記乾湿剤が配置された部分を前面発光または両面発光に利用
できない。一方、フィルム形態に封止する場合は水分の浸透を防止するのに限界があり、
製造工程または使用中に破損し易く、耐久性と信頼性とが高くないので、実際の量産には
適していない。
【０００７】
　特許文献１には有機化合物よりなる有機発光材料層が、相互対向する１対の電極間に置
かれた構造を有する積層体と、前記積層体を外気と遮断する気密性容器と、前記気密性容
器内に配置された乾燥手段とを有し、前記乾燥手段は水分を吸着し、吸着しても固体状態
を維持することを特徴とする有機ＥＬディスプレイを開示している。乾燥手段としては、
アルカリ金属酸化物、硫酸塩などを提示している。このような有機ＥＬディスプレイはそ
の気密性容器の形状により表示装置全体の厚さが厚くなる。また、乾燥手段が水分を吸着
した後、固体状態を維持するとしても不透明であって、前面発光及び両面発光に適用でき
ない。そして、前述したように工程が複雑であって、その材料代及び工程コストが上昇す
る場合がある。
【０００８】
　また、特許文献２には有機電界発光素子の保護膜形成方法が開示されている。この方法
は、少なくとも一方が透明な陽極と陰極との間に、少なくとも１種類の有機化合物を含む
電界発光物質層を設置した有機薄膜電界発光素子に、無定形シリカ保護膜を形成すること
を特徴とする。前記電界発光素子は緻密な構造を有する無定形シリカを第２電極層上に厚
く塗布して外部から水分侵入を防止する構造を有している。これは単に電界発光素子を水
分の侵入から保護するためのものであって、内在する水分の吸収には利用されない。した
がって、これは無定形シリカ層を一種の保護膜として使用しているものであって、この場
合別途、吸湿のための手段を必要とする。
【特許文献１】米国特許第５，８８２，７６１号明細書
【特許文献２】特開平５－３３５０８０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明が解決しようとする技術的課題は、上述の問題点を解決するためのものであって
、水分を吸収しても透明な状態を維持して前面発光または両面発光を可能にできる有機Ｅ
Ｌディスプレイを提供することを目的とする。
【００１０】
　本発明の他の目的は、密封部の接着力を阻害しないように、多孔性物質層の形成が可能
な有機電界発光表示装置を提供することである。
【００１１】
　本発明のさらに他の目的は、有機電界発光部と多孔性物質層とを所定の間隔で配置し、
モアレ現象を防止できる有機ＥＬディスプレイを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　　前記のような目的を達成するために本発明は、基板と、前記基板の一面に形成された
ものであって、相互対向した１対の電極と、前記１対の電極間に介在し、前記電極から供
給された電子及び正孔により発光する有機発光層を少なくとも含む有機層と、を備えた有
機電界発光部と、前記有機電界発光部を外気から遮断するように前記基板に結合されるも
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のであって、縁に沿って密封部を備えた 密封部材と、前記基板と密
封部材間との空間の水分を吸収し、透明であり、水分を吸収した後にも透明に維持される
物質よりなったものであって、前記密封部材の前記有機電界発光部に向かった面に前記密
封部と接しないように配置された多孔性物質層と、を含

こ
とを特徴とする有機ＥＬディスプレイを提供する。
【００１３】
　本発明の他の特徴によれば、前記多孔性物質層は前記有機電界発光部の面積と同じ大き
さ、または、前記有機電界発光部の面積よりも大きく形成されてなる。
【００１４】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記密封部と前記多孔性物質層の縁との間に、隔壁
が配置されてなる。
【００１５】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記密封部材内側面には、前記密封部材の表面から
所定深さを有する収容部を備え、前記多孔性物質層は前記収容部に配置されうる。
【００１６】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記密封部材は透明な基板からなり、前記多孔性物
質層は前記有機発光層から放射された光が前記空間でモアレ現象を起こさないように前記
有機電界発光部から所定距離離隔さてなる。この時、前記多孔性物質層は、前記有機電界
発光部から少なくとも１０μｍ離隔されてなる場合がある。また、その距離は１，０００
μｍ以下でありうる。そして、密封部材はガラス基板または透明なプラスチック基板であ
り、前記プラスチック基板の内側面は、水分から保護するための保護膜が形成されうる。
また、前記有機電界発光部の電極のうち少なくとも密封部材に向かった電極は透明な導電
材からなる。
【００１７】
　このような本発明において、前記多孔性物質層を形成する物質は複数の吸湿孔を有する
多孔性酸化物層でありうる。
【００１８】
　そして、前記多孔性酸化物層は１００ｎｍ～５０μｍの範囲の厚さを有しうる。また、
前記多孔性酸化物層の吸湿孔は０．５ｎｍ～１００ｎｍの範囲の直径を有しうる。
【００１９】
　本発明はさらに前述したような目的を達成するために、基板と、前記基板の一面に形成
されたものであって、相互対向した１対の電極と、前記１対の電極間に介在し、前記電極
から供給された電子及び正孔により発光する有機発光層を少なくとも含む有機層を備えた
有機電界発光部と、透明な素材でからなり、前記有機電界発光部を外気から遮断するよう
に前記基板に結合される密封部材と、前記密封部材の前記有機電界発光部に向かった面に
配置されたものであって、前記基板と密封部材間の空間の水分を吸収し、透明であり、水
分を吸収した後にも透明に維持される物質よりなり、前記有機電界発光部とは前記有機発
光層から発散された光が前記空間でモアレを起こさない程度に所定距離離隔されて形成さ
れた多孔性物質層とを含むことを特徴とする有機ＥＬディスプレイを提供する。
【００２０】
　このような本発明の他の特徴によれば、前記密封部材の前記有機電界発光部に向かった
面に収容部を備え、前記多孔性物質層が前記収容部に配置されうる。
【００２１】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記密封部材は、ガラス基板からなり、前記収容部
は、前記ガラス基板の前記有機電界発光部に向かった面にエッチングにより形成されてな
る。
【００２２】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記密封部材と前記基板との間には、隔壁が備えら
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、透明な基板からなる

み、前記密封部材に向かった電極
は透明な導電材からなり、前記多孔性物質層は前記有機発光層から放射された光が前記空
間でモアレ現象を起こさないように、前記有機電界発光部から所定距離離隔されてなる



れ、前記多孔性物質層は、前記隔壁の内側の、前記密封部材上に形成されてなる。
【００２３】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記密封部材は、密封部材の縁に沿って形成された
密封部により前記基板に接合され、前記密封部には前記多孔性物質層と前記有機電界発光
部間の距離が維持できるようにスペーサーを備えてもよい。
【００２４】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記多孔性物質層は、前記有機電界発光部から少な
くとも１０μｍ離隔されたものである。また、その距離は１，０００μｍ以下でありうる
。
【００２５】
　本発明のさらに他の特徴によれば、密封部材はガラス基板または透明なプラスチック基
板でありうる。この時、前記プラスチック基板の内面は水分から保護するための膜が形成
されうる。
【００２６】
　本発明のさらに他の特徴によれば、前記有機電界発光部の電極のうち少なくとも密封部
材に向かった電極は、透明な導電材からなる。
【００２７】
　このような本発明において、前記多孔性酸化物層は、１００ｎｍ～５０μｍの範囲の厚
さを有する。また、前記多孔性酸化物層の吸湿孔は０．５ｎｍ～１００ｎｍの範囲の直径
を有するものでありうる。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明の第１の効果は、水分を吸収しても透明性が維持できる多孔性物質層を、密封部
材の内側面に配置することによって、前面発光または両面発光への適用が容易であり、表
示装置の厚さを全体的に薄くできる。
【００２９】
　本発明の第２の効果は、前記多孔性物質層の配置時にも密封材との接着力を妨げず、よ
り安定的な構造を提供できる。
【００３０】
　本発明の第３の効果は、発光がおきる有機電界発光部と多孔性物質層との間の距離を所
定距離離隔することにより、モアレ現象を防止できる。
【００３１】
　本発明の第４の効果は、密封部材の内側面に配置された多孔性物質層によって内在する
水分を吸着できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　以下、図面を参照して本発明を実施するための最良の形態を説明する。
【００３３】
　図１には本発明による有機ＥＬディスプレイの一実施の形態が示されている。
【００３４】
　図面を参照すれば、本発明の望ましい一実施の形態による有機ＥＬディスプレイは、絶
縁性素材よりなる基板１１と、基板１１上に形成された有機電界発光部１２と、前記有機
電界発光部１２を外気から遮断するように前記基板１１上に接合される密封部材１３とを
備える。前記密封部材１３の前記有機電界発光部１２に向かった面には多孔性物質層１７
が配置されている。
【００３５】
　前記基板１１は、ガラスまたは透明プラスチックのような透明な絶縁体よりなってもよ
い。図１で見られるように、基板１１に対向するように接合される密封部材１３は絶縁性
材料から構成されうる。前記基板１１の方向に画像が映し出される背面発光型である場合
には、前記密封部材１３は基板やメタルキャップなどの不透明な素材よりなってもよく、
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密封部材１３の方向または基板１１及び密封部材１３の両方向に画像が映し出される、前
面発光型または両面発光型の場合には、透明なガラスまたは透明なプラスチックで形成さ
れうる。前記密封部材１３がプラスチック基板で形成される場合には、前記プラスチック
基板の内側面には水分から保護するための膜（図示せず）を形成でき、保護するための膜
が耐熱性または耐薬品性を有するようにもできる。
【００３６】
　前記基板１１上に形成される有機電界発光部１２は、相互対向した１対の電極と、電極
間に介在する少なくとも一層の有機発光層とを備える。本発明において、前記有機電界発
光部１２は、その駆動方式がパッシブマトリックス型でも、アクティブマトリックス型で
も共に適用されうる。
【００３７】
　前記有機電界発光部１２は、正孔を供給するアノード電極と、電子を供給するカソード
電極と、が相互対向するように配置され、アノード電極とカソード電極との間に配置され
る有機発光層と、で構成される。アノード電極は前記基板１１上に形成され、その上に有
機発光層が形成され、有機発光層上にカソード電極が形成されるが、必ずしもこれに限定
されるものではなく、アノード電極とカソード電極との位置が反対になってもよい。
【００３８】
　前記アノード電極は、ＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）などの透明電極で
形成されてもよい。
【００３９】
　カソード電極は基板１１側に発光する背面発光型である場合、Ａｌ及び／またはＣａな
どで形成できる。前記カソード電極は前記ディスプレイが、基板１１に対向する密封部材
１３側に発光する前面発光型または基板１１及び密封部材１３側に発光する両面発光型で
ある場合には、Ｍｇ及び／またはＡｇなどの反射性の金属により薄い半透過性薄膜を形成
した後、その上に透明なＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）を蒸着して、形成
するなど、透明になるように形成できる。背面発光型を適用する場合には、基板１１に向
かった電極が透明電極になり、これに対向する密封部材１３に向かった電極が反射型電極
になりうる。また、前面発光型を適用する場合には、基板１１に向かった電極が反射型電
極になり、これに対向する密封部材１３に向かった電極が透明電極になりうる。
【００４０】
　アノード電極とカソード電極とは所定のパターンで形成されうる。アクティブマトリッ
クス型のディスプレイでは、前記カソード電極は、層全体が一律となるように、全面的に
蒸着法を用いて形成してもよいし、一定のパターンを有するように形成してもよい。
【００４１】
　アノード電極とカソード電極との間に介在する有機層として、低分子有機層または高分
子有機層が使われうる。低分子有機層を使用する場合、正孔注入層（ＨＩＬ：Ｈｏｌｅ　
Ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ）、正孔輸送層（ＨＴＬ：Ｈｏｌｅ　Ｔｒａｎｓｐｏｒ
ｔ　Ｌａｙｅｒ）、有機発光層（ＥＭＬ：Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｌａｙｅ
ｒ）、電子注入層（ＥＩＬ：Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ）及び
電子輸送層（ＥＴＬ：Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ）などが単一
あるいは複合構造に積層されて形成される。使用可能な有機材料は、銅フタロシアニン（
ＣｕＰｃ）、Ｎ，Ｎ’－ジ（ナフタレン－１－イル）－Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－ベンジジ
ン（ＮＰＢ）及びトリス－８－ヒドロキシキノリンアルミニウム（Ａｌｑ３）などをはじ
めとして多様に適用可能である。これら低分子有機層は真空蒸着法で形成してもよい。
【００４２】
　高分子有機層を使用する場合、ＨＴＬ及びＥＭＬを備えることができる。この時、前記
ＨＴＬとしてＰＥＤＯＴを使用してもよく、ＥＭＬとしてＰＰｖ（Ｐｏｌｙ－Ｐｈｅｎｙ
ｌｅｎｅｖｉｎｙｌｅｎｅ）系及びポリフルオレン系など高分子有機物質を使用してもよ
い。高分子有機層はスクリーン印刷またはインクジェット印刷などで形成してもよい。
【００４３】
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　少なくともＥＭＬは赤（Ｒ）、緑（Ｇ）及び青（Ｂ）の各画素別にパターニングされる
ことにより、フルカラーで表示できる。
【００４４】
　このような有機電界発光部では、前記アノード電極及び前記カソード電極に、陽極電圧
及び陰極電圧がそれぞれ印加されることによってアノード電極から注入された正孔が発光
層に移動し、電子はカソード電極から発光層に注入され、この発光層で電子と正孔とが再
結合して励起子を生成し、この励起子が励起状態から基底状態に変化することによって、
発光層の蛍光性分子が発光し、画像を形成する。フルカラー有機ＥＬディスプレイの場合
には、Ｒ、Ｇ及びＢの３色を発光する画素を備えることによってフルカラーで表示できる
。
【００４５】
　また、前記有機電界発光部１２の上部に形成される電極、すなわち、密封部材１３に向
かった電極の上面には耐熱性、耐薬品性または耐湿性を付与するために、有機電界発光部
１２の表面を平らにできる無機物よりなった保護膜（図示せず）がさらに形成されうる。
前記保護膜は金属酸化物または金属窒化物で形成できる。
【００４６】
　そして、前記基板１１と前記密封部材１３とにより区画される内部空間１０は、真空状
態にしてもよいし、ネオンやアルゴンなどの不活性気体を充填してもよいし、不活性液体
を充填してもよい。
【００４７】
　前記基板１１と密封部材１３との間には密封部１４を備えるてもよい。この密封部１４
は密封材１５を通じて基板１１と密封部材１３とを接合させるものであって、密封部材１
３の縁に沿って配置されうる。
【００４８】
　また、図１に示されてはいないが、前記有機電界発光部１２からは、前記電極に電気的
に連結された配線、回路及び端子構造が密封部１４の外側に延長されて出てくるように構
成されており、これにより内部の有機電界発光部１２を駆動することができる。
【００４９】
　前記密封部材１３の内側面、すなわち、有機電界発光部１２に向かった面には多孔性物
質層１７が配置される。この多孔性物質層１７は透明な物質よりなり、この物質は密封部
材１３の内部空間１０の水分を吸収する。そして、前記多孔性物質層１７は水分を吸収し
た後にも透明性を維持できる。本発明において、水分を吸収した後にも透明性を維持でき
るように、前記多孔性物質層１７は図２に見られるように、複数の吸湿孔１７ｂを有する
多孔性酸化物で形成されてもよい。
【００５０】
　図２を参照すれば、前記多孔性酸化物からなる多孔性物質層１７はフレーム１７ａと吸
湿孔１７ｂとで構成される。前記フレーム１７ａは多孔性酸化物の構造を維持する役割を
果たし、前記吸湿孔１７ｂは水分を吸収する役割を果たす。また、このような多孔性物質
層１７は、前述したように水分を吸収する前や水分を吸収した後にも透明に維持される。
【００５１】
　前記多孔性物質層１７を形成する多孔性酸化物の形成材料としては、（ｉ）多孔性シリ
カ、（ｉｉ）水和非晶質アルミナ、（ｉｉｉ）水和非晶質アルミナと多孔性シリカとから
なる２成分混合物、（ｉｖ）水和非晶質アルミナと、アルカリ金属酸化物、アルカリ土類
金属酸化物、金属ハロゲン化物、金属硫酸塩及び金属過塩素酸塩からなる群より選択され
る１種以上と、の２成分以上の混合物、（ｖ）水和非晶質アルミナと、多孔性シリカと、
アルカリ金属酸化物、アルカリ土類金属酸化物、金属ハロゲン化物、金属硫酸塩及び金属
過塩素酸塩からなる群より選択される１種以上と、の３成分以上の多成分混合物が例示で
きる。
【００５２】
　本発明で、前記（ｉｉｉ）のように水和非晶質アルミナと多孔性シリカとの２成分混合
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物を利用して多孔性酸化物を形成する場合、多孔性酸化物層はアルミナ層とシリカ層との
２層構造を有しうる。
【００５３】
　本発明では前記アルカリ金属酸化物、アルカリ土類金属酸化物、金属ハロゲン化物、金
属硫酸塩及び金属過塩素酸塩からなる群より選択される１種以上は、アルミナのネットワ
ーク内またはアルミナ－シリカのネットワーク内に捕獲された形態をとりうる。　多孔性
酸化物層の形成時、水和非晶質アルミナと多孔性シリカとを共に使用する場合、これら混
合重量比は特に制限されるものではないが、水和非晶質アルミナ：多孔性シリカが０．１
：１～１：１の範囲であることが望ましい。
【００５４】
　前記水和非晶質アルミナの例として、アルミナール水和物の一種であるベーマイト（Ａ
ｌＯＯＨ）またはバイヤライト（Ａｌ（ＯＨ）３ ）などが挙げられる。
【００５５】
　前記アルカリ金属酸化物の例としては、酸化リチウム（Ｌｉ２ Ｏ）、酸化ナトリウム（
Ｎａ２ Ｏ）または酸化カリウム（Ｋ２ Ｏ）があり、前記アルカリ土類金属酸化物の例とし
て、酸化バリウム（ＢａＯ）、酸化カルシウム（ＣａＯ）または酸化マグネシウム（Ｍｇ
Ｏ）が挙げられる。そして、前記金属硫酸塩の例としては、硫酸リチウム（Ｌｉ２ ＳＯ４

）、硫酸ナトリウム（Ｎａ２ ＳＯ４ ）、硫酸カルシウム（ＣａＳＯ４ ）、硫酸マグネシウ
ム（ＭｇＳＯ４ ）、硫酸コバルト（ＣｏＳＯ４ ）、硫酸ガリウム（Ｇａ２ （ＳＯ４ ）３ ）
、硫酸チタン（Ｔｉ（ＳＯ４ ）２ ）または硫酸ニッケル（ＮｉＳＯ４ ）があり、前記金属
ハロゲン化物の例としては、塩化カルシウム（ＣａＣｌ２ ）、塩化マグネシウム（ＭｇＣ
ｌ２ ）、塩化ストロンチウム（ＳｒＣｌ２ ）、塩化イットリウム（ＹＣｌ２ ）、塩化銅（
ＣｕＣｌ２ ）、フッ化セシウム（ＣｓＦ）、フッ化タンタル（ＴａＦ５ ）、フッ化ニオビ
ウム（ＮｂＦ５ ）、臭化リチウム（ＬｉＢｒ）、臭化カルシウム（ＣａＢｒ３ ）、臭化セ
リウム（ＣｅＢｒ４ ）、臭化セレン（ＳｅＢｒ２ ）、臭化バナジウム（ｖＢｒ２ ）、臭化
マグネシウム（ＭｇＢｒ２ ）、ヨウ化バリウム（ＢａＩ２ ）またはヨウ化マグネシウム（
ＭｇＩ２ ）があり、前記金属過塩素酸塩の例として、過塩素酸バリウム（Ｂａ（ＣｌＯ４

）２ ）または過塩素酸マグネシウム（Ｍｇ（ＣｌＯ４ ）２ ）がある。
【００５６】
　多孔性シリカを利用した多孔性物質層１７は多様な方法により製造できるが、その一方
法は次の通りである。
【００５７】
　まず、界面活性剤０．３ｇとソルベント０．６ｇとを混合した第１混合物を準備する。
ここで、界面活性剤としては高分子物質を使用し、プロパノールとブタノールとを１対２
の割合で混合したものをソルベントとして用いる。また、ＴＥＯＳ（Ｔｅｔｒａ－ｅｔｈ
ｙｌ－Ｏｒｔｈｏ－Ｓｉｌｉｃａｔｅ）５ｇとソルベント１０．６５ｇ、ＨＣｌ１．８５
ｇとを混合した第２混合物を準備する。
【００５８】
　前記第２混合物を約１時間程度混ぜ、第２混合物２．１ｇを第１混合物と混合して第３
混合物を形成する。この第３混合物を密封部材１３の基板に塗布する。塗布はスピンコー
ティング、スプレーコーティングまたはロールコーティングなどが利用できる。例えば、
スピンコーティングを利用する場合には２０００ｒｐｍで約３０秒程度回してコーティン
グする。この後、常温で２４時間程度または４０～５０℃で５時間程度熟成させる。吸湿
孔を形成するために４００℃程度のオーブンで約２時間焼成することによって高分子を加
熱する。このような条件で形成した多孔性シリカの直径は７００ｎｍ程度である。前記の
ような過程を繰り返すことによって所望の厚さの薄膜を形成する。上述した物質の量はそ
の比率を例示しただけであり、その絶対量に意味があるのではない。
【００５９】
　さらに他の方法として、Ｈ２ Ｏ３０ｇにアンモニア水（ＮＨ４ ＯＨ）を添加して塩基性
にした後、ＴＥＯＳ１０ｇを加え、熱を加えながら３時間以上撹拌して加水分解及び重縮
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合反応を進行させる。このようにして得られた溶液に有機酸または無機酸のような酸を添
加する。
【００６０】
　上述のように得られた混合物に、安定剤として３０質量％の水溶性アクリル樹脂溶液１
３．２ｇを添加した後、撹拌して均一な溶液を得る。
【００６１】
　得られた溶液を密封部材１３の基板上に塗布し、１８０ｒｐｍで１２０秒間回転コーテ
ィングした後、蒸発していない溶媒の除去のために乾燥オーブンで約２分間乾燥する。膜
をさらに厚くするためにはこのような過程を繰り返して実施する。
【００６２】
　上述した方法により得られる生成物から高分子及び有機物質を除去し、シリカを硬化さ
せるために、５００℃で３０分間熱処理してもよい。上述した物質の量はその比率を例示
しただけであり、その絶対量に意味があるのではない。
【００６３】
　上述のような過程を通じて製造された多孔性シリカは図２に示されるようにその構造内
に吸湿孔１７ｂを有する。吸湿孔１７ｂは０．５ｎｍ～１００ｎｍの直径を有することが
好ましく、２～３０ｎｍの直径を有することがより好ましい。吸湿孔１７ｂのサイズは前
記第１混合物に使われる高分子の分子量を調節することによって調節されうる。吸湿孔１
７ｂの密度は約８０％程度になるように製造することが好ましい。このような多孔性シリ
カ層は前述したように、スピンコーティング、スプレーコーティングまたはロールコーテ
ィングなどを利用して製造でき、機械的安定性または熱的安定性に優れ、比較的制御が容
易な工程により製造されうる。
【００６４】
　水和非晶質アルミナによる多孔性物質層は、アルミニウムアルコキシド及び極性溶媒を
含む混合物を熱処理して得たアルミナ溶液を、コーティング及び乾燥することにより得ら
れうる。前記アルミナ溶液のコーティング方法は特に制限されないが、スピンコーティン
グ法またはスクリーンプリンティング法などが利用できる。そして、前記アルミニウムア
ルコキシドとしては、アルミニウムトリイソプロキシド（Ａｌ（ＯＰｒ）３ ）またはアル
ミニウムトリブトキシド（Ａｌ（ＯＢｕ）３ ）などが好ましく、前記極性溶媒としては、
純水、エタノール、メタノール、ブタノール、イソプロパノール及びメチルエチルケトン
からなる群より選択される１種以上が好ましい。
【００６５】
　前記混合物には例えば、硝酸、塩酸、燐酸または硫酸などの加水分解触媒をさらに添加
してもよい。また、前記アルミナ溶液には必要に応じて、ポリビニルアルコールまたは消
泡剤などをさらに添加することもできる。具体的な方法は次の通りである。
【００６６】
　Ｈ２ Ｏ３００ｇを８０℃に加熱し、ここにＡｌ（ＯＰｒ）３ １６５．５４ｇ添加した後
、２０分間撹拌する。攪拌後、塩酸（３０％）１．２ｇを添加し、９５℃に昇温し、３時
間還流して透明アルミナ溶液を得る。
【００６７】
　前記透明アルミナ溶液２５ｇにＨ２ Ｏ６０ｇを加えて２０分間撹拌する。ここに３０質
量％のＰｖＡ（Ｐｏｌｙｖｉｎｙｌ　Ａｌｃｏｈｏｌ）水溶液（重量平均分子量：２０，
０００）１０ｇを加え、さらに２０分間撹拌し、消泡剤５ｇを添加して、多孔性アルミナ
層形成用のコーティング溶液を製造する。
【００６８】
　得られた溶液を密封部材１３上に塗布し、これを１８０ｒｐｍで１２０秒間回転コーテ
ィングした後、蒸発していない溶媒の除去のために乾燥オーブンで約２分間乾燥する。そ
の後、熱処理し、多孔性アルミナ層を形成する。膜を厚くするためにはこのような過程を
繰り返して行なえばよい。上述した物質の量はその比率を例示しただけであり、その絶対
量に意味があるのではない。
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【００６９】
　一方、多孔性シリカと水和非晶質アルミナとの混合物も形成できるが、その製造方法は
次の通りである。
【００７０】
　前述したように製造されたアルミナ溶液に、シリコンアルコキシド及び極性溶媒を含む
多孔性シリカ形成用混合物を添加する。このような多孔性シリカ形成用混合物を添加すれ
ば、最終的に得られる多孔性酸化物層はアルミナとシリカとの混合物で形成される。
【００７１】
　前記シリコンアルコキシドは化学式１で表示され、具体例としては、ＴＥＯＳなどがあ
る。
【００７２】
【化１】
　
　
　
　
　
　
　
　前記化学式１中、Ｒ１ ～Ｒ４ は互いに独立して、炭素数１～２０のアルキル基または炭
素数６～２０のアリール基である。
【００７３】
　前記極性溶媒はアルミナ溶液の製造時と同じく、エタノール、メタノール、ブタノール
、イソプロパノール、メチルエチルケトン及び純水からなる群より選択される１種以上が
使用でき、硝酸、塩酸、燐酸または硫酸などのような加水分解触媒をさらに添加できる。
【００７４】
　具体的には、Ｈ２ Ｏ３０ｇ、ＥｔＯＨ１０ｇにＴＥＯＳ１０ｇを添加した後、３０分以
上撹拌して加水分解反応を進行させる。その後、ＣａＣｌ２ を添加及び溶解してアルミナ
－多孔性シリカの混合物を製造する。
【００７５】
　前記混合物を密封部材１３の基板に塗布し、１８０ｒｐｍで１２０秒間回転コーティン
グした後、蒸発していない溶媒の除去のために乾燥オーブンで約２分間乾燥させ、その後
、熱処理することにより、複合化された多孔性酸化物層を形成することができる。
【００７６】
　次に、多孔性水和非晶質アルミナのネットワークにアルカリ金属酸化物、アルカリ土類
金属酸化物、金属ハロゲン化物、金属硫酸塩及び金属過塩素酸塩からなる群より選択され
る１種以上が捕獲された構造を有する多孔性酸化物層の形成方法は次の通りである。
【００７７】
　密封部材１３として用いられる基板の表面に、アルミニウムアルコキシド及び極性溶媒
を含む混合物をコーティング及び熱処理して多孔性酸化物層を形成する。このような過程
を経てアルミニウムアルコキシドは加水分解及び脱水縮合反応を経ることによって多孔性
アルミナ層を形成できる。
【００７８】
　前記熱処理温度は１００～５５０℃であることが望ましく、熱処理温度が１００℃未満
であれば、層内に溶媒など有機物が残留する可能性があり、５５０℃を超過すれば、基板
であるガラスを変形させる虞がある。
【００７９】
　前記アルミナ形成用組成物のコーティング方法は特に限定されないが、スピンコーティ
ング法またはスクリーンプリンティング法などが利用できる。
【００８０】
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　前記アルミニウムアルコキシドとしては、アルミニウムトリイソプロキシド（Ａｌ（Ｏ
Ｐｒ）３ ）、アルミニウムトリブトキシド（Ａｌ（ＯＢｕ）３ ）、その混合物などを使用
し、前記極性溶媒としては、純水、エタノール、メタノール、ブタノール、イソプロパノ
ール及びメチルエチルケトンからなる群より選択される１種以上を使用する。ここで、極
性溶媒の含量はアルミニウムアルコキシド１００重量部を基準として１００～１，０００
重量部の範囲が好ましい。
【００８１】
　前記アルミナ形成用混合物には加水分解触媒をさらに添加できるが、加水分解触媒の例
としては、硝酸、塩酸、燐酸または硫酸などを使用し、この含量はアルミニウムアルコキ
シド１モルを基準として０．１～０．９モルを使用することが好ましい。
【００８２】
　前記アルミナ形成用混合物には必要に応じて、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロ
リドンまたはポリビニルブチラルなどをさらに添加する場合もある。ここで、ポリビニル
アルコール、ポリビニルピロリドンまたはポリビニルブチラルは、気孔形成及びコーティ
ング特性の向上の役割をし、この含量はアルミニウムアルコキシド１００重量部を基準と
して１～５０重量部を使用することが好ましい。そして、ポリビニルアルコール、ポリビ
ニルピロリドンまたはポリビニルブチラルの重量平均分子量は５，０００～３００，００
０範囲であるものを使用することが好ましい。
【００８３】
　前記アルミナ形成用混合物は、アルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩、金属ハロゲン化
物、金属硫酸塩及び金属過塩素酸塩からなる群より選択される１種以上をさらに添加する
。この時、アルカリ金属塩またはアルカリ土類金属塩の含量はアルミニウムアルコキシド
１モルを基準として０．１～０．５モルを使用することが好ましい。
【００８４】
　前記アルミナ形成用混合物にアルカリ金属塩及び／またはアルカリ土類金属塩を添加す
れば、最終的に得られる多孔性酸化物層は多孔性アルミナのネットワーク内に吸湿特性を
有するアルカリ金属酸化物及び／またはアルカリ土類金属酸化物が捕獲された構造を有す
る。このような構造を有する場合、多孔性アルミナのみからなる多孔性酸化物層に比べて
吸湿能力がはるかに向上する。
【００８５】
　前記アルカリ金属塩はアルカリ金属酸化物の前駆体であって、この具体的な例としては
、酢酸ナトリウム、硝酸ナトリウム、酢酸カリウムまたは硝酸カリウムが挙げられる。前
記アルカリ土類金属はアルカリ金属酸化物の前駆体であって、前記アルカリ土類金属塩と
して酢酸カルシウム、硝酸カルシウム、酢酸バリウムまたは硝酸バリウムなどが挙げられ
る。金属ハロゲン化物、金属硫酸塩及び金属過塩素酸塩の具体的な例は前述した通りであ
る。
【００８６】
　また、前記アルミナ形成用混合物にはシリコンアルコキシド及び極性溶媒を含むシリカ
形成用混合物を添加する場合もある。このようなシリカ形成用混合物を添加すれば、最終
的に得られる多孔性酸化物層はアルミナとシリカとの混合物で形成される。
【００８７】
　前記極性溶媒はアルミナ溶液の製造時と同じく、エタノール、メタノール、ブタノール
、イソプロパノール、メチルエチルケトン及び純水からなる群より選択される１種以上を
使用し、その含量はシリコンアルコキシド１００重量部を基準として１００～１，０００
重量部の範囲が好ましい。
【００８８】
　前記混合物には加水分解触媒をさらに添加できる。加水分解触媒の例としては、硝酸、
塩酸、燐酸または硫酸などを使用し、この含量はシリコンアルコキシド１モルを基準とし
て０．１～０．９モルを使用することが好ましい。もし加水分解触媒の含量が０．１モル
未満であれば、製造工程が長くなる虞があり、０．９モルを超過すれば、製造工程の調節
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が難しくなる虞がある。
【００８９】
　上述のように製造される多孔性物質層１７の厚さは１００ｎｍ～５０μｍとすることが
望ましいが、その厚さが１００ｎｍより薄い場合には、水分吸収の機能が落ちる虞があり
、有機電界発光部を水分から十分に保護し難く、５０μｍより厚く形成する場合には、そ
の製造工程があまりにも長くかかって生産性が落ちる虞がある。
【００９０】
　本発明によれば、前記多孔性物質層１７は密封部１４と接しないように形成することが
望ましい。前記多孔性物質層１７を多孔性酸化物で形成する場合に、密封部１４の密封材
１５が塗布される位置にまで形成すれば、密封材１５の接着性を落とす虞がある。このよ
うな密封材１５の接着性低下は前記空間１０内への水分浸透を許容して、有機電界発光部
１２に致命的な欠陥を与える虞がある。また、有機電界発光部１２を外部の衝撃などから
効果的に保護できない虞がある。
【００９１】
　前記多孔性物質層１７の吸湿孔１７ｂは０．５ｎｍ～１００ｎｍの直径を有することが
望ましい。
【００９２】
　本発明は密封材１５の接着性低下を防止するために、前記多孔性物質層１７を密封部１
４の内側位置に形成した。この時、多孔性物質層１７は前記有機電界発光部１２より広く
形成して吸湿面積を広めることが望ましい。
【００９３】
　本発明において、このように多孔性物質層１７が密封部１４に接しないようにするため
に、図１に見られるように、密封部材１３の内側面、すなわち、有機電界発光部１２に向
かった面に所定の収容部１６を形成する。
【００９４】
　収容部１６は図１に示していないが、角度がつくように形成する場合もあり、曲線状に
形成する場合もある。前記収容部１６に多孔性物質層１７を形成することによって、多孔
性物質層１７と密封部１４とは接触しない。
【００９５】
　上述のように収容部１６を形成した密封部材１３を使用すれば、密封部材１３の方向に
光を発散する前面発光型または両面発光型の場合に、前記空間１０でのモアレ現象が防止
できるようになる。前面発光型または両面発光型の場合、前記内部空間１０の有機電界発
光部１２と多孔性物質層１７との間の距離Ｌが数μｍ程度であると、光干渉によるモアレ
現象が発生する虞がある。
【００９６】
　通常、有機電界発光部１２と多孔性物質層１７との間の距離Ｌが数μｍ程度と薄くなれ
ば、この間隔を工程上、正確に制御するのが難しくなり、この距離Ｌの微細な差により特
定波長の補強干渉でニュートンリングのような染み現象が現れる虞がある。したがって、
上述のように収容部１６を形成し、有機電界発光部１２と多孔性物質層１７との間の距離
Ｌを少なくとも１０μｍ以上にすることによって、ニュートンリングのような染みが発生
しない。有機電界発光部１２と多孔性物質層１７との間の距離Ｌは少なくとも１０μｍ以
上であれば望ましい。しかし、あまり長くなれば、装置全体が厚くなりすぎる虞があるた
め、１，０００μｍ以下にすることが望ましい。
【００９７】
　上述のように有機電界発光部１２と多孔性物質層１７との間の距離Ｌは、密封部材１３
に形成された収容部１６の深さと、密封材１５の厚さと、を調節することによって調節可
能である。前記収容部１６は密封部材１３がガラス基板である場合、エッチングにより形
成できる。
【００９８】
　上述のような効果は、図３に見られる本発明の望ましい他の一実施の形態による有機Ｅ
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Ｌディスプレイによっても得られる。水分を吸収しても透明性が維持できる多孔性酸化物
よりなった多孔性物質層２７を密封部材２３の内側面に形成するが、図３に見られるよう
に、その縁が密封部２４と所定間隔をなすように形成する。ただし、この時にも、前記多
孔性物質層２７は有機電界発光部２２の面積より広く形成することがさらに効果的である
。多孔性物質層２７と有機電界発光部２２との間の距離Ｌは前述したように、１０～１，
０００μｍに離隔するとモアレ現象を防止できる。このように多孔性物質層２７と有機電
界発光部２２との間の距離Ｌは密封部２４の密封材２５内に含まれたスペーサー２８によ
り調節される。内部空間２０、基板２１及び有機電界発光部２２は前述した内部空間１０
、基板１１及び有機電界発光部１２と同一であるので、その詳細な説明は省略する。
【００９９】
　図４は、本発明の望ましいさらに他の一実施の形態による有機ＥＬディスプレイである
。前記有機ＥＬディスプレイは多孔性物質層３７と密封部３４との間に隔壁３９を形成し
て、多孔性物質層３７と密封部３４とを接触させない。そして、この隔壁３９により有機
電界発光部３２と多孔性物質層３７との間の距離Ｌを１０～１，０００μｍにでき、その
結果モアレ現象を防止できる。内部空間３０、基板３１、有機電界発光部３２、密封部材
３３、密封部３４及び密封材３５などの構造はそれぞれ内部空間１０、基板１１、有機電
界発光部１２、密封部材１３、密封部１４及び密封材１５と同一であるので、その詳細な
説明は省略する。
【０１００】
　本発明は図面に示された実施の形態を参考として説明されたが、これは例示的なものに
過ぎず、当業者であれば、これより多様な変形及び均等な範囲内で他の実施の形態が可能
であることが理解できるであろう。したがって、本発明の真の保護範囲は特許請求の範囲
によって定められねばならない。
【産業上の利用可能性】
【０１０１】
　本発明は、有機ＥＬディスプレイだけでなく、無機ＥＬディスプレイなど平板表示装置
にも使われうる。
【図面の簡単な説明】
【０１０２】
【図１】本発明の望ましい一実施の形態による有機ＥＬディスプレイの断面図である。
【図２】本発明による有機ＥＬディスプレイに利用される多孔性シリカ層の斜視図である
。
【図３】本発明の望ましい他の一実施の形態による有機ＥＬディスプレイの断面図である
。
【図４】本発明の望ましいさらに他の一実施の形態による有機ＥＬディスプレイの断面図
である。
【符号の説明】
【０１０３】
　　１０…内部空間、
　　１１…基板、
　　１２…有機電界発光部、
　　１３…密封部材、
　　１４…密封部、
　　１５…密封材、
　　１６…収容部、
　　１７…多孔性物質層、
　　１７ａ…フレーム、
　　１７ｂ…吸湿孔、
　　２０…内部空間、
　　２１…基板、
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　　２２…有機電界発光部、
　　２３…密封部材、
　　２４…密封部、
　　２５…密封材、
　　２７…多孔性物質層、
　　２８…スペーサー、
　　３０…内部空間、
　　３１…基板、
　　３２…有機電界発光部、
　　３３…密封部材、
　　３４…密封部、
　　３５…密封材、
　　３７…多孔性物質層、
　　３９…隔壁、
　　Ｌ…有機電界発光部と多孔性物質層との間の距離。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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